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2稲敷市議会だより　第29号

　平成２４年第２回稲敷市議会定例会が６月５日から１５日までの１１日間
にわたり開かれました。
　開会日に市長より提出された議案は、条例の制定案１件・改正案２件、
各会計の補正予算案２件、市道認定・変更・廃止案３件、人事案件２件、
その他に報告案件６件を含め合計１６案件でした。
　最終日には追加議案として動産の買入れ案件２件が提出されました。
　議会の審査経過及び、議決の結果については下記をご参照ください。

【開 催 日】 【 審 議 内 容 】
６月　５日（火） 開会

議案について市長の提案理由説明を受ける（報告6件、議案8件）。
人事案件２件について市長の提案理由説明の後、質疑、討論
を省略し表決を行う。
（６月６日は議案調査のため休会）

６月　７日（木） 議員による市政一般に関する通告質問を行う。【６名】
６月　８日（金） 議員による市政一般に関する通告質問を行う。【４名】

議案に対する通告質疑はなく、審査のため各常任委員会へ報
告及び表決済議案を除く８件を付託する。

６月１１日（月） 常任委員会による付託議案審査【市民福祉常任委員会】
（６月14日（木）・15日（金）に再度市民福祉常任委員会審査を実施）

６月１２日（火） 常任委員会による付託議案審査【産業建設常任委員会】
６月１３日（水） 常任委員会による付託議案審査【総務教育常任委員会】

（今定例会の議事整理のため６月１４日は休会）
６月１５日（金） 各常任委員長から付託議案に対する審査報告を受ける。

議案８件に対して討論、表決を行う。
市長から議案２件が追加提出され、提案理由説明の後、質疑、
討論、表決を行う。
閉会

議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

報告第 1 号
平成 24 年度財団法人稲敷市農業
公社事業の報告について

地方自治法の規定による、平成24年度事
業計画及び平成23年度事業の報告

－ 報　告

報告第 2 号
平成 23年度稲敷市一般会計予算
の繰越明許費繰越計算書について

東日本大震災に係る災害復旧事業をはじ
め、全9事業 26億 3933万 3千円の繰越
明許費を報告

－ 報　告

報告第 3 号
平成 23年度稲敷市一般会計予算
の事故繰越し繰越計算書について

道路新設改良事業等、全 4事業について
の平成 24年度への事故繰越し4716万 7
千円を報告

－ 報　告

報告第 4 号
平成 23年度稲敷市公共下水道事
業特別会計予算の繰越明許費繰越
計算書について

公共下水道建設費の平成 24年度への繰
越明許費 4億 7496万 3千円を報告

－ 報　告

報告第 5 号
平成 23年度稲敷市水道事業会計
予算の繰越計算書について

地方公営企業法の規定により、資本的支
出経費の繰越しを報告

－ 報　告

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果
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平成平成２２４年 第２回 ４年 第２回 
稲敷市議会定例会稲敷市議会定例会

稲敷市東日本大震災復興
交付金基金条例を可決
稲敷市東日本大震災復興稲敷市東日本大震災復興
交付金基金条例を可決交付金基金条例を可決

議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

報告第 6 号
平成 23年度稲敷市水道事業会計
予算の継続費繰越計算書について

管路台帳整備事業の逓次繰越し額 1591
万 8千円を報告

－ 報　告

議案第51号
稲敷市東日本大震災復興交付金基
金条例の制定について

復興交付金事業等の財源とするため「稲
敷市東日本大震災復興交付金基金」を新
規設置する条例の制定

総務教育 原案可決

議案第52号
稲敷市印鑑条例の一部改正につい
て

外国人登録法が廃止され、外国人住民も
住民基本台帳の適用対象とする改正

市民福祉 原案可決

議案第53号
稲敷市国民健康保険税条例の一部
改正について

震災被災者が滅失家屋の敷地を譲渡した場
合、譲渡所得の特例を7年に延長する改正

市民福祉 原案可決

議案第54号
平成 24 年度稲敷市一般会計補正
予算（第2号）

予算総額を208億 4154万 6千円とする 各常任委員会 原案可決

議案第55号
平成 24 年度稲敷市水道事業会計
補正予算（第1号）

資本的収入予定額：9974万 5千円
資本的支出予定額：5億 9020万 8千円

産業建設 原案可決

議案第56号 市道路線の認定について 一部交換予定道路の付け替えとして認定：2路線 産業建設 原案可決

議案第57号 市道路線の変更について
交換予定道路の付け替え等による終点変
更：2路線

産業建設 原案可決

議案第58号 市道路線の廃止について 道路機能喪失による廃止：1路線 産業建設 原案可決

議案第59号 教育委員会委員の任命について
教育委員会委員の任命
　神宮寺　須貸依子　氏（再任）

－ 原案同意

議案第60号
稲敷市，稲敷郡町村及び一部事務
組合公平委員会委員の選任について

公平委員会委員の選任
　美浦村本橋　本橋美雄　氏（再任）

－ 原案同意

議案第61号 動産の買入れについて
消防小型動力ポンプ積載車8台
4667万 7680円での購入

－ 原案可決

議案第62号 動産の買入れについて
消防小型動力ポンプ積載車5台
2917万 3550円での購入

－ 原案可決



岡 沢 亮 一
議　員

第
２
回
定
例
会
に
は
、
10
名
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
に
つ
い
て
、
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

市
政
を
問
う

一
般
質
問

市
が
誕
生
し
７
年
が
経
過
し
た

が
、
市
民
と
し
て
は
合
併
の
恩

恵
は
感
じ
ら
れ
ず
目
立
っ
た
活
性
化
の

兆
し
も
な
か
っ
た
。

岡
沢

「
チ
ー
ム
い
な
し
き
」
を

活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
強
化
を

田
口
市
長 

首
都
圏
目
線
で
魅
力
を
伝
え
る

　

平
成
22
年
に
組
織
さ
れ
た
チ
ー
ム
い

な
し
き
が
目
指
す
農
業
関
連
ビ
ジ
ネ
ス

の
創
出
と
市
の
観
光
、
物
産
Ｐ
Ｒ
等

の
首
都
圏
の
消
費
者
に
対
す
る
市
の

営
業
方
針
は
ま
だ

ま
だ
未
熟
で
あ
り
、

も
っ
と
目
に
見
え

る
大
き
な
成
果
を

追
求
す
べ
き
で
あ

る
。
チ
ー
ム
い
な

し
き
の
、
こ
れ
ま

で
の
実
績
、
今
後

の
展
望
、
問
題
点

や
見
通
し
を
伺
い

た
い
。

　

市
を
広
報
す
る

に
は
稲
敷
な
ら
で

鹿島アントラーズフレンドリータウンデイズ
にて「稲敷市の日」ＰＲ活動

は
の
企
画
が
必
要
で
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
や

ご
当
地
ア
イ
ド
ル
等
の
Ｐ
Ｒ
の
方
法
の

他
、
市
内
に
9
つ
も
あ
る
ゴ
ル
フ
場
を

活
用
し
た
、
市
民
み
ん
な
で
つ
く
る
プ

ロ
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会
の
開
催

を
起
爆
剤
と
し
て
模
索
す
る
な
ど
、
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
「
魅

力
あ
る
地
」
の
構
築
を
目
指
す
こ
と
を

提
言
し
た
い
。

　

職
員
が
自
由
な
発
想
で
提
案
し
検
討

か
ら
実
施
ま
で
担
う
よ
う
な
、
や
る
気

や
個
人
の
能
力
を
引
き
出
せ
る
チ
ー
ム

い
な
し
き
を
作
り
上
げ
て
い
く
べ
き
だ

と
思
う
が
、
展
望
を
聞
か
せ
て
も
ら
い

た
い
。

市
長
現
在
、
市
の
Ｐ
Ｒ
は
市
内
外
の

イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
積
極
的
な

開
催
・
参
加
に
努
め
、
特
産
物
販
売
等

と
併
せ
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、

市
の
特
徴
が
分
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ

て
い
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　

行
政
だ
け
で
な
く
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出

と
い
う
観
点
か
ら
官
民
協
働
で
取
り
組

み
、
首
都
圏
の
目
線
で
本
市
の
魅
力
を

明
確
に
し
、
宣
伝
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
い
な
し
き
は
、
市
の
農
業
・

産
業
・
観
光
の
振
興
を
目
的
に
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
こ
う
と
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

チ
ー
ム
い
な
し
き
で
は
、
こ
れ
ま
で
幾

つ
か
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
市
内
に
９
つ
あ
る
ゴ
ル
フ
場
と

霞
ヶ
浦
と
い
う
特
徴
を
生
か
し
た
、
ゴ

ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
実
現
に
つ
い
て

も
前
向
き
に
検
討
し
、
チ
ー
ム
い
な
し

き
の
皆
さ
ん
に
も
係
わ
っ
て
も
ら
い
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
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市
政
を
問
う

通学路点検等の安全対策を問う
坂本教育長  通学路改善は学校長の責任で

京都府等で集団登校中の児童の列に暴走車が突っ込
む事故が発生しており、広大な大地に 16の小学校・

４つの中学校が点在する当市でも、通学環境確保の面から大
変心配される。年1回実施されている通学路の安全点検には、
統一調査事項・新規調査項目があるのか、点検には誰が携わ
りどのように行われているのか。また、点検後の改善はどの
ように行われるのか。

松戸

松 戸 千 秋
議　員

　関係機関との連携については、定期的な会議による情報共有が早期の危険回避につながるの
ではないか。
　市内の通学路での交通事故の発生状況、事故の内訳等について聞きたい。
また、伸びた草木の伐採等は毎年大体同じ時期に行われるものであり、要請があってから行う
のではなく、年間計画に基づく整備作業によって危険回避の早期手立てを願いたい。
　さらに、通学路の放射線測定及び測定値が高い場所の除染について実施予定があるのかを伺
いたい。

京都府で起きた一連の交通事故後、県では通学路の過去の事故や発生状況の緊急

調査を行っており、各校から６月中旬に報告されます。通学途中の責任は学校管

理内にあり、改善責任は校長にあります。通年の点検項目は、横断危険個所、交通量の多い所、

歩道・信号機・ガードレールのない所等の 15項目について実施しています。

　点検は学校と保護者が協力し、保護者からは随時報告を受け、学校側は子供と一緒に下校

しながら点検をしています。

　関係機関として PTAとの連携は極めて重要であり、毎日の立哨指導等の協力を得ていま

す。他にも交通安全団体やスクールガードリーダー、スクールサポーター、子供を守る 110

番の家等、地元ボランティアの皆様にも協力をいただいています。

　通学路での事故発生件数は、過去５年間で 22件。登校中 12 件、下校中 10 件。小学校５件、

中学校 17件で負傷事故 17 件です。

　通学路の放射線量測定は、

各校 20 カ所程度実施しており

６月中に公表予定です。毎時

0.23 マイクロシーベルト以上

の通学路は、定期的な測定の

実施、通学路変更等を検討し

ていきます。

教育長

交通量の多い県道 49号線（江戸崎新利根線）沿いを通学する児童
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一
般
質
問

総
額
25
億
円
に
及
ぶ
新
利
根
統
合
小
学
校
建
設

工
事
が
始
ま
る
が
、
こ
れ
を
機
に
一
括
発
注
方

式
を
採
用
し
、
下
請
け
は
全
て
市
内
業
者
が
優
先
的
に

受
注
機
会
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
方
式
を
と
る
こ
と
も

堀
口 一

括
発
注
で
市
内
企
業
の

下
請
け
活
用
を

坂
本
副
市
長 
地
元
業
者
の受注

機
会
を
考
慮

堀 口 正 良
議　員

一
策
で
は
な
い
か
。
大
型
工
事
で
の
分
離
発
注
で
は
、

電
気
や
設
備
工
事
等
の
契
約
も
議
決
案
件
と
な
り
、
地

元
業
者
は
非
常
に
不
利
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
一
括
発
注
方
式
で
は
責
任
の
所
在
が
元
請
け

業
者
に
集
中
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
時
に
は
連
絡
体

制
の
一
本
化
や
元
請
け
が
連
携
を
保
持
し
て
対
応
す
る

等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
考
え
を
伺
い

た
い
。

　

契
約
に
関
し
て
は
合
併
以
来
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ

り
、
議
会
で
も
特
別
委
員
会
等
が
何
度
も
設
置
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
た
び
に
管
財
課
長
が
交
代
し
、
7
年
間
で

５
人
も
の
課
長
が
変
わ
っ
て
い
る
。
落
札
率
は
田
口
市

政
に
な
り
低
下
し
た
が
、
指
名
・
一
般
の
競
争
入
札
を

合
わ
せ
る
と
そ
ん
な
に
変
っ
て
は
い
な
い
。

　

今
後
は
、
学
校
新
設
や
庁
舎
等
の
建
設
工
事
や
大
き

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
や
っ
て
く
る
の
だ
か
ら
、
完
遂
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
行
政
の
長
が

道
筋
を
敷
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
方
向
性

や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
た
い
。

副
市
長

受注方式が問われる新利根統合小学校建設予定地

地
元
企
業
振
興
の
た
め
に
優
先
し
て
入
札
に

参
加
で
き
る
よ
う
、
一
般
競
争
入
札
の
参
加

資
格
要
件
と
し
て
事
業
者
の
所
在
が
設
定
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
、
当
市
の
入
札
で
も
そ
う
し
た
取
り
組

み
を
し
て
き
ま
し
た
。
新
設
小
学
校
工
事
で
も
地
元
業

者
が
仕
事
を
受
注
で
き
る
よ
う
に
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
と
も
地
元
業
者
に
幅
広
く
入
札
機
会
・
受
注
機

会
が
拡
大
し
て
い
く
よ
う
考
慮
し
、
難
易
度
の
高
い
工

事
も
受
注
し
て
市
内
業
者
の
施
工
能
力
向
上
・
発
展
に

結
び
付
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。一
括
発
注
と
分
離
発
注
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
ど
ち
ら
の
発
注
方
式
が
良

い
の
か
市
内
業
者
育
成
の
見
地
か
ら
総
合
的
に
勘
案
し

て
、
関
係
部
署
を
交
え
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

入
札
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
透
明
性
・
公
正
性
・

信
頼
性
を
確
立
し
て
い
く
べ
き
で
、
工
事
に
応
じ
た
適

正
な
業
者
規
模
、
ラ
ン
ク
付
け
、
得
意
と
す
る
工
事
の

種
類
等
を
踏
ま
え
て
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
入
札
を
実
施
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
慮
し
な
が
ら
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
震
災
関
係
等
で

も
地
元
業
者
に
は
各
方
面
で
助
け
て
い
た
だ
き
、
基
本

的
に
は
地
元
業
者
に
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ベ
ス
ト
は
な
い
が
ベ
タ
ー
で
あ
る
方
向
を
見

出
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長



篠 田 純 一
議　員
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市
政
を
問
う

小中一貫教育の実現は
坂本教育長  導入を視野に連携教育を強化

昨年６月定例会時の小学校再編後期スケジュール前
倒しについての一般質問で、学校編成基準等に見直

しが生じた時や新たな課題が表面化した時は、速やかに見直
しを行うとの答弁であった。また、桜川地区統合小学校を桜
川中学校に隣接設置した場合の、中学校の他校との統合と施
設利用に対する質問では、中学校については小学校再編を進
めてから考えると答弁があった。

本市では小中学校の相互授業参観や中学校教員による出前授業、小中学校合同マ

ナーアップ運動など連携教育を積極的に推進しています。

　小中一貫教育は小学校・中学校の各教育段階の教育課程を調整し、一貫した計画的、継続

的な教育を行うものです。当市では将来の導入を視野に入れつつ現時点では、学校再編に対

応しながら小中連携教育の更なる強化推進を考えています。課題としては分離型小中一貫教

育では、教員や児童生徒の移動時間、教職員間の人間関係構築、小中一貫した教育目標の共有、

９年間を見通した効率的な教育課程の編成等が挙げられます。

　桜川中学校の生徒数は現在 151 名、各学年２学級。５年後は生徒数 116 名、全学年１学級。

出生数からの推計で 13年後（平成 37 年）は各学年 40名程度で推移していく見込みです。

　また、東・桜川地区は少子化が顕著であり、校舎の老朽化問題等もあるため、合併特例債

を活用し計画を前倒しして再編を進めていきたいと考えています。

篠田

教育長

市長

　生徒児童数が市内で一番少ない桜川地区では、連携教育から一歩踏み込んだ小中一貫教育
導入も期待でき、教育振興基本計画の推進目標も達成できるのではないか。市の教育環境整
備の中では、連携型一貫教育だけでなく、小中一貫教育も視野に入れているのか。その展望
と課題を伺いたい。
　今後の桜川中学校の生徒数・学級数の推移見込みと、東・桜川地区の統廃合着手・完了時
期をお答え願いたい。
　小中一貫教育の施設一体型・隣接型の形態を地域や保護者から、強く要望された場合には
計画を進めるのか。市長の強い教育方針を聞かせてほしい。

楽しいプール授業（沼里小）

小中一貫教育の導入はハード面整

備が非常に重要ですが、教育内容

も含めた教育方針の決定も重要です。先進

的に導入している市町村の小中一貫教育の

メリット・デメリットを精査し、学校の現

場や保護者等の意見を伺いながら進めてい

くべきと考えています。
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一
般
質
問

昨
年
12
月
定
例
会
で
小

型
巡
回
バ
ス
の
運
行
に

つ
い
て
質
問
し
24
年
度
の
運
行

を
目
指
す
と
の
答
弁
が
あ
っ
た

が
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
ど
う

か
。

江
戸
崎
西
部
地
区
の
公

共
交
通
空
白
地
域
に
て

巡
回
バ
ス
運
行
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
具
体
的
な
運
行

の
検
討
作
業
を
行
っ
て
お
り
運

行
ル
ー
ト
、
運
行
業
者
の
選
定
、

公
共
交
通
会
議
の
開
催
を
行
う

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
湖 小

型
巡
回
バ
ス
の

運
行
は
い
つ
頃
か

田
口
市
長 

江
戸
崎
西
部
地
区
に
て

来
年
１
月
運
行
へ

現
在
、
巡
回
コ
ー
ス
設

定
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
要
望
と
し
て
は
、

細
か
な
ル
ー
ト
設
定
の
要
望
が

あ
り
ま
す
の
で
巡
回
時
間
と
調

整
し
な
が
ら
ル
ー
ト
検
討
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
運

行
開
始
時
期
に
つ
い
て
は
、
陸

運
局
の
許
可
な
ど
に
一
定
の
期

間
を
要
し
ま
す
の
で
来
年
１
月

の
運
行
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

市
長

室
長

大湖 金四郎
議　員

昨年の震災にもかかわらず歴史民
俗資料館の入館者は 5277 名、図

書館利用者２万 608 名の市民が利用して
いる。しかし、両施設を利用したくても交
通手段がないために行けないとの声を市民
から聞いている。
　また、学芸員を目指す学生の実習先とし
ても当市の資料館は素晴らしいとの話を聞
いている。このようなことからもぜひ現行
のバス路線を迂回させる等、交通手段の改
善ができないかを伺う。

図書館、資料館へのバス迂回につ

いては、市道の構造上の問題があ

り大きく迂回させることは困難ですが、休

日のみ、現行ルートから図書館、資料館へ

立ち寄るルートを試験的に運行するなど、

工夫しながら検討します。

資料館・図書館への交通手段改善を望む
田口市長  試験的運行等を検討

大湖

市長

※このほか、太陽光発電に係る企業誘致に

ついて質問がありました。

県道からは東中神橋を渡って資料館・図書館へ
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市
政
を
問
う

今期の庁舎建設を断念してはどうか
田口市長  早期建設が市発展の基礎

３月の定例会では、平成 23 年度一般会計補正予算、
平成24年度一般会計予算が庁舎建設関連予算を巡っ

て否決となった。新庁舎建設について議会の納得が得られな
い状況である。市長の今任期中は庁舎建設を断念し、来期の
マニュフェストに掲げてはどうか。

庁舎建設は、町村合併後における最重要課題として取り組んできました。震災により

既存校舎の利活用ができなくなったことや議会に対する説明不足により信頼関係を損

ねたことは反省しています。　

　また、県からの西高跡地の払い下げや合併支援道路の整備、統合消防署の建設予定地の候

補地の一つになっていることなど、これまで市議会や関係者の皆様のご尽力を思いますと、

新庁舎を早期に建設することが将来の稲敷市発展の基礎であると考えます。

　今後は議会への十分な説明のもと、市民の皆様にも情報提供をしながら事業を進めていき

ます。また、来期のマニュフェストについては、お答えする段階でないと思います。

山口

市長

福
島
原
発
の
事
故
か
ら
14
カ
月
が
経

過
し
、
ま
す
ま
す
放
射
能
汚
染
が
懸

念
さ
れ
る
。
市
の
学
校
給
食
食
材
放
射
能

測
定
結
果
は
す
べ
て
不
検
出
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
測
定
器
の
性
能
が
低
い
た
め
で
は

な
い
か
。
学
校
給
食
に
使
う
米
・
小
麦
に
つ

い
て
は
、
検
査
体
制
を
強
化
し
、
１
ベ
ク
レ

ル
／
kg
単
位
で
測
定
で
き
る
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム

半
導
体
検
出
器
で
測
定
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

学
校
給
食
の
放
射
性
物
質
検
査
強
化
を

坂
本
教
育
長 

放
射
能
測
定
精
度
を
向
上現

在
、
学
校
給
食
の
食
材
は
桜

川
庁
舎
に
設
置
の
Ｎ
ａ
Ｉ
シ
ン

チ
レ
ー
シ
ョ
ン
方
式
の
食
品
放
射
能
測
定

シ
ス
テ
ム
に
て
測
定
し
て
い
ま
す
。
検
出
限

界
値
に
つ
い
て
は
、
測
定
方
法
の
工
夫
に
よ

り
カ
タ
ロ
グ
値
よ
り
向
上
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
給
食
に
使
用
す
る
米
・
小

麦
に
つ
い
て
は
、
茨
城
県
学
校
給
食
会
か

ら
の
検
査
結
果
報
告
を
受
け
て
お
り
不
検

出
と
な
っ
て
い
ま
す
。
検
出
限
界
に
つ
い

て
は
、
20
ベ
ク
レ
ル
／
kg
で
す
。

　

ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
検
出
器
に
よ
る

高
精
度
検
査
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省

委
託
事
業
で
学
校
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業
が

あ
り
ま
す
の
で
、
県
へ
実
施
し
た
い
旨
の

希
望
を
出
し
て
い
ま
す
。

山
口

山 口 清 吉
議　員

※
こ
の
ほ
か
、
買
い
物
弱
者
、
水
道
料
金

に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

教
育
長

＊
用
語
解
説

Ｎ
ａ
Ｉ
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
方
式

検
知
器
へ
放
射
能
が
入
っ
た
際
の
発
光
を
、

Ｎ
ａ
Ｉ
（
ヨ
ウ
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
結
晶
検

出
器
で
検
出
す
る
も
の
で
、
検
出
感
度
に

優
れ
て
い
る
。

食品放射能の測定は放射線対策室（桜川庁舎）へ申請を
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一
般
質
問

認
定
こ
ど
も
園
へ

入
園
の
手
続
き
を

行
う
に
は
教
育
学
務
課
あ

る
い
は
、
児
童
福
祉
課
に

申
し
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
な
ど
、
建
物
は
一

山
本

つ
で
も
運
営
規
定
が
二
元

化
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。

保
護
者
が
利
用
し
や
す
い

幼
保
一
元
化
さ
れ
た
施
設

を
目
指
す
考
え
は
な
い
の

か
。

認
定
こ
ど
も
園

幼
保
一
元
化
へ
の
取
り
組
み
は

田
口
市
長 

規
則
の
改
正
を
検
討
す
る

稲敷市の保育料は国から提示され
ている基準に準じて設定されており、

周辺自治体に比べて高く設定されている。
　子育て支援の為に、地域性なども考慮し、
きめ細かく保育料を改定していく考えはな
いのか。

近隣市町村の保育料につきまして

は、所得階層、年齢階層について

独自で設定しているところもあります。近

隣市町村の保育料の状況を精査し、当市に

あった子育て支援の提供をしていきます。

保育料は、８階層に区分され、階

層別の金額は国の保育料徴収基準

に準じて市町村で決定しています。市の徴

収基準額については、国の基準より 10％

～ 30％低く基準額を定めています。近隣

市町村に比べ階層により高い基準額もあり

ますが、低い基準額の差額については市の

負担となりますので、市の財政負担の在り

方、保護者負担の公平性を勘案し検討して

いきます。

子育て支援の保育料改定は
田口市長  保育料の公平性、市の財政負担を

勘案して検討

山本

部長

山 本 彰 治
議　員

市
長

部
長

市長

一層の一元化が望まれる認定こども園えどさき

現
行
の
条
例
規
則

も
複
雑
と
な
っ
て

お
り
実
情
に
応
じ
て
改
善

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
修
了
証
書
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
幼
稚
園

と
保
育
園
の
２
種
類
で
交

付
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一

本
化
し
て
こ
ど
も
園
の
修

了
証
書
と
し
て
交
付
で
き

る
よ
う
な
規
則
の
検
討
を

し
て
い
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園

の
看
板
に
つ
い

て
は
、
現
在
幼
稚
園
と
保

育
園
の
表
示
が
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
教
育
委
員
会
と

協
議
し
前
向
き
に
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
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市
政
を
問
う

浅 野 信 行
議　員

防災教育の取り組みは
坂本教育長  防災力強化推進事業を実施

文部科学省では、東日本大震災の教訓を踏まえ、新た
な防災教育の指導方法や教育手法の開発・普及を行う

とともに、緊急地震速報等の防災科学技術を活用した避難訓練
等の先進的・実践的な防災教育を行う取り組みとして、実践的
防災教育総合支援事業を実施する。稲敷市においても、この事
業を活用して、いろいろな自然災害に対応できる防災教育の取
り組みをしてはどうか、見解を伺いたい。

文部科学省の学びを通じた被災地の地域コミュニティ再

生支援事業を活用し、「地域との連携による学校の防災力

強化推進事業」を実施します。

　指定された地域は県内 5地域で、江戸崎小学校をモデル校として、

地域の住民が主体的に参画し、子どもと大人が一緒になって防災に

関する学習の場をつくり、地域と学校のコミュニケーションを深め

ていきたいと考えています。

　いつ発生するかもしれない自然災害に備えて、自分の命は自分で

守ることのできる力をつけ、地域との一層の連携、協働により助け

合いの精神や感謝の心、家族や地域コミュニティの重要性など、絆

の教育にも取り組んでいきたいと考えています。

浅野

東
日
本
大
震
災
を
き
っ

か
け
に
、
災
害
情
報
の

発
信
機
能
の
確
保
が
重
要
な

テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
。
市
役

所
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
際

に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
用

サ
ー
バ
ー
も
使
用
不
可
能
に
な

る
可
能
性
も
あ
り
、
そ
う
し
た

非
常
時
に
住
民
へ
の
情
報
発
信

が
断
た
れ
る
事
を
防
ぐ
有
効
な

手
段
と
し
て
、
災
害
時
に
遠
隔

地
の
自
治
体
へ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
代
理
掲
載
し
て
も
ら
う
仕
組

み
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

遠
隔
地
の
自
治
体
と
の
災
害

協
定
も
含
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
代
理
掲
載
の
取
り
組
み
を
し

て
は
い
か
が
か
、
所
見
を
伺
い

た
い
。

災
害
協
定
・
災
害
時
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

代
理
掲
載
を

田
口
市
長 

早
急
に
検
討
す
る

現
在
、
稲
敷
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
デ
ー
タ
ー
を

管
理
し
て
い
る
ウ
ェ
ブ
サ
ー

バ
ー
は
、
県
外
の
耐
震
補
強
を

し
て
あ
る
建
物
内
に
設
置
し
て

あ
り
、
防
災
対
策
も
十
分
で
す
。

市
役
所
が
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
際
で
も
、
情
報
の
更
新
、
ま

た
、
災
害
情
報
等
の
メ
ー
ル
の

一
斉
配
信
も
可
能
な
状
況
で
す
。

　

し
か
し
、
最
悪
の
ケ
ー
ス
を

想
定
し
て
、
1
カ
所
の
サ
ー

バ
ー
で
デ
ー
タ
ー
を
保
管
す
る

の
で
は
な
く
2
カ
所
で
保
存
す

る
な
ど
の
対
策
は
早
急
に
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
有
事
の
際
の
危
機
管

理
と
し
て
、
自
治
体
と
の
災
害

協
定
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

浅
野

教育長

市
長

防災訓練（新利根中学校）
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一
般
質
問

稲
敷
市
で
は
少
子
高
齢

化
が
急
激
に
進
ん
で
お

り
、
合
併
時
、
約
５
万
人
あ
っ

た
人
口
が
、
現
在
で
は
４
万
５

５
０
０
人
と
7
年
で
約
４
５
０

０
人
減
少
し
て
い
る
。
高
齢
化

率
は
県
内
44
市
町
村
中
上
か
ら

９
番
目
、
出
生
率
は
下
か
ら
５

番
目
、
男
性
の
未
婚
率
も
平
均

を
大
き
く
上
回
り
、
離
婚
率
、

死
亡
率
と
も
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
と
、
か
な
り
厳
し
い
デ
ー

タ
ー
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
大
変
重

要
な
課
題
で
あ
る
少
子
高
齢
化

問
題
に
つ
い
て
、
市
長
は
こ
れ

ま
で
ど
の
よ
う
な
政
策
を
と
っ

て
き
た
の
か
、
ま
た
具
体
的
な

課
題
と
は
何
か
、
こ
れ
か
ら
の

市
の
目
指
す
施
策
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
を
伺
う
。

根
本

本
市
は
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
が
進
ん
だ
こ

と
に
伴
い
、
地
域
経
済
、
産
業

の
停
滞
、
雇
用
情
勢
の
悪
化
、

さ
ら
に
は
中
心
市
街
地
の
空

洞
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

将
来
を
展
望
し
た
と
き
に
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
こ
と
が
、
大
変
重
要

な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
、
乳

幼
児
医
療
費
助
成
の
拡
大

な
ど
の
子
育
て
支
援
対
策

を
講
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

子
育
て
支
援
対
策
と
あ
わ

せ
て
、
就
労
の
場
の
確
保
、

産
業
振
興
施
策
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
対
策
な
ど
、

少
子
高
齢
化
問
題
の

課
題
・
施
策
を
問
う

田
口
市
長 

総
合
的
な
対
策
を講

じ
て
い
く

市
長

根 本 光 治
議　員

少子化問題という大きな問題にも
かかわらず、市役所内において、

共通理解、情報収集機能が果たせてない。
　組織として情報の共有化を図るとともに、
共通理解を深め、市長の方針で事が動くこ
とが必要と考える。今の市役所のシステム
をどう考えているのか、また、市長は少子
化問題について、何を重要と捉え、何をし
ていくべきなのか伺いたい。

組織としての情報の共有化につい

ては、職員全員へは、なかなか私

の考えが伝わってないかもしれませんが、

プロジェクトチームを編成するなど新たな

取り組みを実施したいと考えています。

　一番にやるべきことは圏央道を生かすこ

と、また、江戸崎工業団地に大きな物流会

社が来てもらえることを生かし、少子化と

か、そういうものすべてに波及をしていく

ようにしていかなければならないと考えて

います。

情報の共有化・共通理解を
田口市長  プロジェクトチームを編成

根本 市長

あ
ら
ゆ
る
可
能
な
政
策
手
段
を

横
断
的
に
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、

総
合
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

グランドゴルフを楽しむ高齢者のみなさん
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市
政
を
問
う

道路危険個所の早急な対応を
産業建設部長  最終実施率は 85％超

区長や市民から道路の危険箇所等に対する要望が上
がってくると思うが、市はどの程度把握しているの

か。市内には我々が全く気づかない危険な道路や通学路が
あるが、行政は細かい気配りや配慮が必要ではないか。
　１億円で大きな道路を１本つくるより、市長のトップダウン
により、すぐにでもできる通学路等の緊急な安全確保に努め
るべきではないか。通学路を点検後、悠長に学校からの意見を吸い上げるのではなく、教育長
が市長に優先的にこの危険個所を改善してほしいと、要請すれば結果改善が早いのではないか。
　危険個所の確認も建設部職員のみでなく、全職員で取り組む必要があるのではないか。

建設課への区長や住民要望は年間 900 件前後あり、1週間以内に現場確認をしてい

ます。市道の簡易な穴埋め補修や側溝のふた交換等はその場で対応し、緊急性・必

要性の高い危険個所は早急に工事を手配しています。

　要望に対する 23 年度の実施率は約 70％、その後の対応も含め最終的には 85％を超える

実施率です。区長要望等が通学路である場合はすぐに対応しています。

山下

平
成
22
年
第
２
回
定
例

会
で
の
質
問
検
証
と
し
て
、

地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
全
庁
的
な

取
り
組
み
成
果
に
つ
い
て
伺
う
。

計
画
の
中
で
実
際
に
で
き
た
こ
と
、

さ
ら
な
る
具
体
的
ア
イ
デ
ィ
ア
は

あ
る
の
か
。
今
夏
も
節
電
対
策
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が

具
体
的
な
対
応
を
伺
い
た
い
。

　

東
京
電
力
の
電
気
料
金
値
上
げ

に
よ
り
、
当
市
で
は
約
１
８
０
０

万
円
位
の
負
担
増
に
な
る
と
思
わ

れ
る
が
、
前
年
度
の
節
電
３
０
０

万
円
に
２
０
０
万
円
分
を
上
乗
せ

で
き
る
よ
う
な
節
電
努
力
を
図
っ

て
も
ら
い
た
い
。

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
は
、
平
成
17
年
度
を
基

準
に
19
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で
の

５
カ
年
で
温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出

量
の
５
％
削
減
を
目
標
に
行
政
機

関
と
し
て
取
り
組
む
計
画
で
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
の
成
果
は

市
民
生
活
部
長 

温
室
効
果
ガ
ス
15
・
７
％
削
減

　

公
用
車
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
・
低

燃
費
車
へ
の
変
更
、
照
明
器
具
の
消

灯
や
夏
季
の
緑
の
カ
ー
テ
ン
、
ク
ー

ル
ビ
ズ
の
実
施
等
に
よ
り
温
室
効
果

ガ
ス
総
排
出
量
の
15
・
７
％
、
５
８

８
ｔ
の
Co2
削
減
が
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

23
年
度
か
ら
は
防
犯
等
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
、
来
年
度
は
桜
川
・
東
庁
舎

に
太
陽
光
発
電
と
蓄
電
池
設
置
を

計
画
し
、
一
層
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

市
の
節
電
対
策
と
し
て
は
、
エ

ア
コ
ン
の
28
度
設
定
や
電
気
の
消

灯
、
外
出
・
退
庁
時
は
パ
ソ
コ
ン

や
プ
リ
ン
タ
ー
等
の
電
源
を
切
る
。

そ
の
他
の
取
り
組
み
に
よ
り
電
気

量
25
万
6
千
kw
、
約
３
０
０
万
円
・

17
％
の
節
電
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

極
力
市
民
の
皆
様
に
不
便
を
か

け
な
い
程
度
、
業
務
に
支
障
の
な

い
程
度
で
、
３
０
０
万
円
の
削
減

を
５
０
０
万
円
に
近
づ
け
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
下

教育長

山 下 恭 一
議　員

部長

部
長

見通しの悪い
交差点

学校では年度初めに PTA等と協力し、通学区域内の再点検を行い、学区内安全

マップを作成して危険個所を把握しています。学校から要望書の提出があった場

合は、市担当課を通じて公安委員会や管理者に整備改善を行っていますが、校長が子供の

危険を感じれば、教育委員会への早い申請を行うなどの体制が必要かと思います。

　また、各先生方一人ひとりが同じ認識のもと、要求把握・現場確認などを行っていく体

制の確立を図りたいと思います。
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常常任任委委員員会会のの審査経過と結果常常

委
員
長　

浅
野　

信
行　

　

第
２
回
定
例
会
で
当
委
員
会
へ
付

託
さ
れ
ま
し
た
３
議
案
に
つ
い
て
、

主
な
審
査
の
内
容
・
結
果
等
を
ご
報

告
し
ま
す
。

　

議
案
第
52
号　

稲
敷
市
印
鑑
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
外
国
人

登
録
法
の
廃
止
及
び
住
民
基
本
台
帳

法
の
一
部
改
正
に
伴
っ
て
、
外
国
人

住
民
も
住
民
基
本
台
帳
の
適
用
対
象

と
な
る
た
め
の
改
正
で
あ
り
、
外
国

人
住
民
の
印
鑑
登
録
事
項
や
抹
消
等

の
条
件
を
改
正
す
る
内
容
が
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
53
号　

稲
敷
市
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
は
、
地
方

税
法
の
一
部
改
正
に
基
づ
き
条
例
の

附
則
追
加
を
行
う
も
の
で
す
。
改
正

要
旨
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
の
被

災
者
が
家
屋
の
滅
失
に
よ
り
、
一
定

の
要
件
の
下
で
敷
地
を
譲
渡
し
た
場

合
に
、
譲
渡
所
得
の
課
税
の
特
例
適

用
期
限
を
こ
れ
ま
で
の
３
年
か
ら
７

年
に
延
長
す
る
も
の
で
あ
る
等
の
内

容
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
54
号　

24
年
度
一
般
会
計

予
算
（
第
２
号
）
の
内
、
生
活
環
境

課
所
管
部
分
で
は
、
消
防
団
員
退
職

報
奨
金
や
消
防
機
庫
建
設
経
費
、
除

染
作
業
事
故
に
備
え
て
の
経
費
等
の

補
正
説
明
が
あ
り
、
個
人
所
有
地
・

家
屋
等
に
対
す
る
除
染
の
実
施
に
関

し
て
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

個
人
の
家
屋
等
の
除
染
に
つ
い
て
は
、

き
ち
ん
と
対
象
範
囲
を
決
め
て
一
線

を
引
か
な
い
と
、
莫
大
な
作
業
を
強

い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
の
懸
念
が
示
さ
れ
、
担
当
課
で

は
対
応
を
決
め
か
ね
て
い
る
が
明
確

な
説
明
が
で
き
る
よ
う
決
定
し
て
い

き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

児
童
福
祉
課
所
管
で
は
、
従
来
の

子
ど
も
手
当
予
算
に
つ
い
て
、
児
童

手
当
に
変
更
さ
れ
る
た
め
の
予
算
組

み
替
え
で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
全
会
一
致
に
よ
り

全
議
案
原
案
可
決
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
６
月
定
例
会
中
に
付
託
案

件
以
外
の
調
査
事
案
と
し
て
、
消
防

第
３
分
団
の
機
庫
改
築
工
事
契
約
の

解
約
に
係
わ
る
事
件
に
つ
き
、
そ
の

経
緯
と
今
後
の
市
の
考
え
に
つ
い
て
、

２
回
の
委
員
会
を
追
加
開
催
し
、
質

疑
・
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長　

大
湖　

金
四
郎　

　

第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
議
案
２
件
の
審
査
経
過
と
結
果

に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
51
号
、
稲
敷
市
東
日
本
大

震
災
復
興
交
付
金
基
金
条
例
の
制
定

で
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区

域
法
に
規
定
す
る
復
興
交
付
金
事
業

等
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る

た
め
「
稲
敷
市
東
日
本
大
震
災
復
興

交
付
金
基
金
」
を
設
置
す
る
条
例
を

制
定
し
、
当
該
基
金
の
管
理
及
び
処

分
等
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
も
の

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
基
金
の
積
立
規
模

を
ど
の
程
度
と
予
測
し
て
い
る
か
等
、

こ
の
条
例
案
及
び
復
興
交
付
金
基
金

に
関
す
る
質
疑
が
あ
り
、
基
金
の
規

模
は
、
現
に
内
示
を
受
け
た
復
興
交

付
金
の
額
を
一
時
的
に
積
み
立
て
る

も
の
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
54
号
、
平
成
24
年
度
稲
敷

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

の
う
ち
、
財
政
課
所
管
で
は
、
歳
入

歳
出
と
も
１
億
９
千
８
６
４
万
５
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
２
０
８
億
４

千
１
５
４
万
６
千
円
と
す
る
も
の
で
、

主
な
内
容
と
し
て
は
、
本
年
４
月
か

ら
子
ど
も
手
当
に
替
わ
り
児
童
手
当

制
度
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
予

算
の
組
み
替
え
を
行
う
ほ
か
、
東
日

本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
の
規
定

に
基
づ
く
復
興
交
付
金
事
業
の
採
択

を
受
け
た
こ
と
に
伴
い
、
市
街
地
液

状
化
対
策
事
業
、
及
び
被
災
住
宅
等

再
建
状
況
調
査
の
２
事
業
を
予
算
計

上
し
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
財
源
と
な

る
復
興
交
付
金
５
千
９
４
６
万
７
千

円
を
、
一
時
基
金
に
積
み
立
て
し
活

用
す
る
。
ま
た
、
繰
越
金
４
千
４
０

２
万
７
千
円
の
増
額
、
新
利
根
新
設

小
学
校
建
設
事
業
費
の
増
額
に
伴
う

合
併
特
例
事
業
債
１
千
６
２
０
万
円

の
補
正
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

企
画
課
所
管
で
は
、
日
中
友
好
正

常
化
40
周
年
記
念
緑
化
事
業
が
中
国

湖
北
省
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

茨
城
県
日
中
友
好
協
会
・
緑
化
訪
中

団
の
一
員
と
し
て
、
稲
敷
市
日
中
友

好
協
会
の
会
員
が
親
善
訪
問
し
た
こ

と
に
よ
る
、
国
際
交
流
事
業
補
助
金

の
補
正
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
委

員
か
ら
は
、
国
際
交
流
事
業
に
つ
い

て
の
市
民
へ
の
啓
発
活
動
を
含
め
た

周
知
、
ま
た
、
姉
妹
都
市
に
対
す
る

表
敬
訪
問
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
、
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
学
務
課
所
管
で
は
、
東
中
学

校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
み
の
り
幼
稚
園

バ
ス
の
臨
時
運
転
代
行
手
数
料
23
万

７
千
円
と
、
新
利
根
地
区
新
設
小
学

校
建
設
に
係
る
水
道
管
移
設
費
と
し

て
１
千
７
１
１
万
５
千
円
の
補
正
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
２
議
案
と
も
全
会

一
致
に
よ
り
原
案
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

総
務
教
育
常
任
委
員
会
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常常任任委委員員会会のの審査経過と結果常常

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

篠
崎　

力
夫　

　

第
２
回
定
例
会
で
当
委
員
会
へ
付

託
さ
れ
ま
し
た
５
議
案
に
つ
い
て
、

主
な
審
査
の
内
容
・
結
果
等
を
報
告

し
ま
す
。

　

議
案
第
54
号
、
平
成
24
年
度
稲
敷

市
一
般
会
計
補
正
予
算
第
２
号
の
う

ち
農
政
課
で
は
、
新
規
事
業
の
農
業

体
質
強
化
基
盤
促
進
事
業
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
平
成
23
年
度
第
４

次
補
正
予
算
で
創
設
さ
れ
た
事
業

で
、
農
業
者
が
経
営
規
模
の
拡
大
や

農
作
物
の
品
質
向
上
の
た
め
に
行
う

畦
畔
除
去
に
よ
る
区
画
拡
大
や
暗
渠

排
水
、
整
備
等
に
対
す
る
定
額
補
助

金
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

対
象
農
地
に
つ
い
て
、
作
業
受
託
を

し
て
い
る
農
地
で
も
対
象
に
な
る
の

か
等
の
質
疑
が
あ
り
意
見
が
交
わ
さ

れ
、
農
業
の
体
質
強
化
の
対
策
で
あ

り
、
補
助
対
象
と
な
る
旨
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

　

都
市
計
画
課
で
は
、
市
街
地
液
状

化
対
策
事
業
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
地
盤
の
液
状

化
被
害
を
受
け
た
地
域
に
お
い
て
再

度
、
災
害
の
発
生
を
抑
制
す
る
た
め

の
液
状
化
対
策
を
推
進
す
る
た
め
に

液
状
化
対
策
事
業
計
画
の
作
成
等
を

行
う
経
費
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
被
災
住
宅
等
、
再
建
状
況

調
査
事
業
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

議
案
第
55
号
平
成
24
年
度
稲
敷
市

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
第
１
号
は
、

上
下
水
道
料
金
一
括
徴
収
事
業
の
料

金
シ
ス
テ
ム
算
定
ソ
フ
ト
の
追
加
修

正
の
た
め
の
委
託
料
の
補
正
、
及
び

新
利
根
地
区
新
設
小
学
校
建
設
に
伴

う
配
水
管
布
設
替
工
事
費
の
補
正
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
委
員

か
ら
は
、
料
金
シ
ス
テ
ム
及
び
水
道

管
の
更
新
時
期
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
ま
し
た
。

　

議
案
第
56
号
、
市
道
路
線
の
認
定

に
つ
い
て
及
び
、
議
案
第
57
号
市
道

路
線
の
変
更
に
つ
い
て
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
、
詳
細
に
説
明
を
受
け
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

議
案
第
58
号
市
道
路
線
の
廃
止
に

つ
い
て
で
は
、
路
線
廃
止
の
確
認
方

法
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
す
べ
て

の
議
案
に
つ
い
て
全
会
一
致
で
原
案

の
通
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

第2回議会報告会を開催！

　当市議会では、公開性を高める改革推進の手段として、昨年度より「議会報告会」を試行的に開催

しています。市民の皆様に議会を身近に感じていただき、議会の活動を知っていただくために、本年

度も下記により第２回議会報告会を開催します。多くの市民の皆様のご参加をお待ちしています。

　また市議会ホームページ内には、本件広報の他、各種の議会情報を公開しておりますのでご覧く

ださい。

○議会報告会を開催します

　日時：10月 27 日（土） 

　　　　午後 1時 30 分

　会場：市役所江戸崎庁舎

　　　　2階会議室

　内容：議会・委員会活動の

　　　　概要報告、質疑応答

○議会活動の状況をホームページで公開しています

　①本会議の会期日程（議会運営委員会による決定後掲載）

　②議案一覧及び審議結果

　③一般質問の要旨

　④議員の公務出欠状況（議会本会議、常任委員会）

　⑤議員の表決状況（議案に対する賛否の意思表示）

　⑥議会録画放送・本会議議事録

　⑦議長交際費の執行状況

　⑧議会だより（バックナンバー：声の議会だよりを含む）

　　＊上記①～⑥は定例会・臨時会ごとに表示しています。

― 皆様の議会報告会へのご参加をお待ちしています！ ―
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議 案 質 疑
第２回定例会

　　質問者　堀　口　正　良　議員

　議案第61号・第62号　動産の買い入れについて
　 問 　両議案については関連があるため、併せて質問を行う。議案第 61号は、昨年度執行すべ

きものが本年度へ繰り越された案件と解してよいのか。繰り越しされた理由は何か。職員
の執行に問題があるならば、上司にも管理監督責任が問われるのではないか。市民の安全・
安心を担保する消防機庫や消防車の購入等に当たっては最善の注意が必要ではないか。

　　　　両議案合わせて 13台の消防積載車購入となるが、１台当たりの金額は全て同額か。

　答弁　（市民生活部長）
　議案第 61 号は、平成 23 年度消防積載車８台分の購入が未執行であったため、
繰り越したものです。未執行となった理由は、担当職員の不祥事によるものと発注
から納品に７カ月を要するため、年度内納品ができないと判断したためです。上司
が予算執行を確認していないということは、認識不足であり全体の目配りと管理が
できなかったことは否めません。
　購入車両は全て同一単価での購入であり、年度内納品に７カ月を要するため、今
定例会に計上しました。

第３回臨時会

　　質問者　堀　口　正　良　議員

　議案第50号　平成24年度稲敷市一般会計補正予算（第１号）
　 問 　訴訟経費の款項目の予算設定については、個別担当課ごとの計上ではなく総務部所管に設

定を改めるべきではないか。その検討は行われたのか。
　　　　また、今補正予算に関係経費が計上された押砂墓地訴訟で敗訴した場合に要する経費はど

れくらいになるのか。すでに一審に要した経費はいくらなのか、明確に示してほしい。

　答弁　（総務部長）
　予算科目は、それぞれの担当部署で計上してきた先例同様に、保健衛生費に計上し
ました。今後の訴訟担当のあり方については、組織内で検討していきたいと思います。

　答弁　（市民生活部長）
　押砂地区墓地の一審訴訟経費としては、着手金 21 万円と弁護士の調整費用９万
円を支出済。控訴経費は着手金 21 万円、弁護士の裁判所への出廷経費７回分 21
万円、控訴費用３万 550 円を支出予定。敗訴の場合には相手方訴訟費用３万円か
ら５万円程度を、裁判所通知により負担することになります。
　また、双方が弁護士を依頼しての訴訟では、弁護士費用は相殺し請求しない方向
性があると聞いています。
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臨 時 会 報 告

平成24年 第３回
稲敷市議会臨時会

　平成２４年第３回稲敷市議会臨時会が４月２７日（会期１日間）に開か
れました。
　市長より提出された議案は、専決処分４件、訴えの提起について１件、
及び補正予算案１件の計６件。議会からは、市長の職務責任の明確化を
求める決議、１件が提出されました。
　常任委員会への付託を省略し、本会議での審議により各議案とも承認・
可決されました。
　議会の審査経過及び、議決の結果については下記一覧をご参照ください。

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果

議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

議案第45号
専決処分の承認を求めることにつ
いて（平成23年度稲敷市一般会計
補正予算（第8号））

予算総額を230億 6454万９千円とする ― 原案承認

議案第46号

専決処分の承認を求めることにつ
いて（平成 23年度稲敷市農業集
落排水事業特別会計補正予算（第
６号））

平成23年度における災害復旧工事が終了
するため工事請負費を減額するもの

― 原案承認

議案第47号
専決処分の承認を求めることにつ
いて（平成23年度稲敷市公共下水
道事業特別会計補正予算（第7号））

平成23年度における災害復旧工事が終了
するため工事請負費を減額するもの

― 原案承認

議案第48号
専決処分の承認を求めることにつ
いて（稲敷市税条例の一部を改正
する条例）

地方税法の一部を改正する法律が施行さ
れたことに伴い、市税条例の一部改正が
生じたもの

― 原案承認

議案第49号 訴えの提起について
「土地所有権移転登記手続等請求事件」（押
砂地区墓地）について、東京高等裁判所
に控訴するもの

― 原案可決

議案第50号
平成 24 年度稲敷市一般会計補正
予算（第1号）

議案第 49号に伴う経費を補正し、予算総
額を206億 4290万 1千円とする

― 原案可決

発議第7号
市長の職務責任の明確化を求める
決議

提出者　木内　義延 ― 原案可決
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市長の職務責任の明確化を求める決議を可決

市長の職務責任の明確化を求める決議

　市政運営を担う市長をはじめ職員各位にあっては、日々の業務はもちろんのこと東日本

大震災による甚大な被害からの一刻も早い復旧・復興の実現に向けて、職務を全うされて

いることに、議員一同深く敬意を表すものであります。

　しかしながら、押砂地区共同墓地の所有権移転に関する控訴事案に係る議会承認の遺漏

問題、新庁舎設計業務委託事業の不適切な契約事務と予算執行の問題、さらには地方自治

法第 100 条を根拠とした委員会調査が行われた入札情報漏えい問題など、事務執行の怠慢

や不適切な事務処理が明らかになっていることは、決して容認されるものではありません。

　不適切な事務処理を行っている事実に対しても未だ誰もその責任には言及せず、当然の

ことながら訓告などの軽微な懲戒処分さえ誰も受けておりません。

公平厳正な検証を行い、その責務を負うべき責任者の所在が明確でないことが、職務上の

ミスの連鎖を招いている要因と言えるのではないのでしょうか。

　今後は、職員ひとりひとりが、市民の信頼に十分に応えることのできるよう日々の研鑽

を重ね、適切な行政運営に従事することは当然ながら、より一層の綱紀粛正に努めつつ職

務に専念するよう、また市長を始めとする幹部職員にあってはその実現にむけて、指導の

強化徹底を図ることを要請します。

　さらに、責任の所在を明確にして、不法・不適切な事務の再発を防止し組織改革を含め

た適材適所への職員の配置、体制づくりと事務執行に対する意識の厳格化を図ることを強

く求めます。

　　　平成２４年４月２７日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　稲敷市議会議長　長　坂　太　郎

　稲敷市長　田　口　久　克　殿

　事務上の問題事案が引き続いて発生していることから、市長に対して再発防止のための職員管理

と組織体制づくり、責任の明確化等を求める決議が、第３回臨時会において議員発議により提案され、

全員一致により可決されました。

◆
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て
◆

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
希
望
や
意
見
を
、
直

接
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
制
度
と
し

て
請
願
と
陳
情
が
あ
り
、
だ
れ
で
も
議
会

に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

請
願
（
陳
情
）
書
は
、
書
面
で
の
み
受

け
付
け
ま
す
。
議
会
事
務
局
ま
で
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

　

紹
介
議
員
が
必
要
な
も
の
を
「
請
願
」、

な
い
も
の
を
「
陳
情
」
と
呼
び
、
受
理
し

た
請
願
や
審
査
対
象
と
な
っ
た
陳
情
の
議

決
結
果
は
、
提
出
者
に
そ
れ
ぞ
れ
通
知

し
ま
す
。

【
請
願
（
陳
情
）
書
の
提
出
方
法
】

●
請
願
（
陳
情
）
の
趣
旨
（
願
意
・
理
由
）

は
、
市
議
会
に
対
し
て
何
を
求
め
、
何

を
し
て
ほ
し
い
の
か
で
き
る
だ
け
具
体

的
に
、
ま
た
、
簡
単
明
瞭
に
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
必
要
に
応
じ
て
図

面
や
そ
の
他
の
資
料
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

●
受
付
は
、
市
議
会
事
務
局
に
て
随
時

行
っ
て
い
ま
す
が
、
原
則
と
し
て
毎
定

例
会
（
3
月
・
6
月
・
9
月
・
12
月
）

開
会
予
定
日
の
10
日
前
ま
で
に
受
理

さ
れ
た
も
の
が
、
そ
の
定
例
会
の
取
り

扱
い
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
以
降
に
提
出

さ
れ
た
も
の
は
、
次
の
定
例
会
に
付
議

さ
れ
ま
す
。

※
請
願
書
・
陳
情
書
に
つ
い
て
不
明
な
点

は
、
市
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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視 察 研 修 報 告

研
修
日
：
平
成
24
年
６
月
27
日

〜
28
日

研
修
先
：
陸
上
自
衛
隊
大
宮
駐
屯
地

　
　
　
　

宮
城
県
利
府
町

　

新
庁
舎
建
設
事
業
及
び
東
日

本
大
震
災
に
お
け
る
自
衛
隊
支

援
状
況
等
を
研
修
目
的
と
し
て
、

議
会
全
体
に
よ
る
行
政
視
察
研

修
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
昨
年
の
震
災
被
害

や
福
島
原
発
事
故
の
緊
迫
し

た
現
場
へ
出
動
し
た
化
学
学

校
を
擁
す
る
、
陸
上
自
衛
隊

大
宮
駐
屯
地
を
訪
問
し
ま
し

た
。
当
市
で
も
最
も
関
心
事

と
な
っ
て
い
る
放
射
線
の
現

状
や
、
過
去
に
お
け
る
世
界

の
放
射
線
状
況
等
に
関
す
る

講
話
を
聴
き
、
世
界
各
地
で

核
実
験
が
行
わ
れ
て
い
た
60

年
代
に
は
、
福
島
事
故
の
数

百
倍
も
の
線
量
地
域
が
存
在

し
た
こ
と
に
脅
威
を
覚
え
ま

し
た
。

　

ま
た
、
原
発
の
爆
発
時
に

現
場
遭
遇
し
た
隊
員
や
、
そ

の
後
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
上
空
か
ら
の
線
量
測
定
・

放
水
等
の
危
険
な
作
業
、
高

線
量
地
域
内
で
の
役
場
等
の

除
染
作
業
等
、
被
曝
の
恐
怖

と
闘
い
な
が
ら
も
職
務
に
従

事
さ
れ
た
隊
員
の
方
々
の
活

動
状
況
を
伺
い
、
畏
敬
の
念

を
抱
く
と
共
に
、
一
刻
も
早

い
事
故
終
息
を
願
う
ば
か
り

で
あ
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
視
察
を
行
っ
た

宮
城
県
利
府
町
は
、
仙
台
市

に
隣
接
す
る
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン

で
昭
和
40
年
代
前
半
に
は
約
８
千
人

程
で
あ
っ
た
人
口
が
、
現
在
は
３
万

５
千
人
を
超
え
る
急
激
な
増
加
に
よ

り
、
10
年
前
に
庁
舎
を
竣
工
し
た
自

治
体
で
す
。

　

庁
舎
は
２
階
建
て
、
地
下
１
階

は
機
械
室
と
な
っ
て
お
り
明
る
く

開
放
的
な
建
築
で
し
た
。
設
計
計

画
等
に
つ
い
て
は
、
大
学
教
授
や
建

築
家
協
会
等
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
決
定
さ

れ
、
可
動
式
太
陽
光
発
電
や
地
下
水

活
用
の
空
調
支
援
シ
ス
テ

ム
、
雨
水
の
ト
イ
レ
へ
の

活
用
な
ど
、
省
エ
ネ
や
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
低

減
等
に
多
く
の
工
夫
が
凝

ら
さ
れ
て
お
り
、
今
後
予

定
さ
れ
る
当
市
の
庁
舎
建

設
の
視
点
か
ら
も
、
大
変

参
考
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
住
民
へ
の
ワ
ン
ポ

イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
の
実
現

を
意
識
し
、
併
せ
て
町
民

が
自
由
に
利
用
可
能
な
町

民
交
流
館
が
庁
舎
と
一
体

的
に
設
け
ら
れ
る
な
ど
の

住
民
目
線
で
の
工
夫
も
多

数
と
り
入
れ
ら
れ
て
お
り

参
考
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
職
員
全
員
が
オ
ア
シ
ス
運

動
を
展
開
し
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
事
業

等
へ
の
協
力
を
推
進
す
る
な
ど
、
職

員
の
積
極
的
な
協
力
姿
勢
に
も
学
ぶ

べ
き
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
市
の
新
庁
舎
建
設
に
際
し
て
も
、

議
会
と
し
て
市
民
・
職
員
の
視
点
か

ら
、
よ
り
利
用
し
や
す
さ
に
配
慮
し

た
庁
舎
建
設
を
要
請
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

議会全体 研修 報告

工夫の施された利府町庁舎

自衛隊特殊器材の説明に聞き入る
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梅
雨
も
明
け
、
夏
本
番
と
い
う
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
震
災
、

ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
そ
し
て
今
年
に
入
り

つ
く
ば
市
の
竜
巻
き
被
害
と
今
ま
で

の
想
像
を
越
え
た
「
想
定
外
」
の
自

然
の
猛
威
に
さ
ら
さ
れ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
、
ふ
と
周
り
を
見

渡
す
と
、
美
し
い
緑
色
に
染
ま
っ
た

山
々
、水
を
た
た
え
す
く
す
く
と
育
っ

た
田
ん
ぼ
の
苗
、
小
鳥
の
さ
え
ず
り
、

か
え
る
の
鳴
き
声
、
そ
ん
な
あ
た
り

前
の
自
然
が
と
て
も
う
れ
し
く
、
ま

た
あ
り
が
た
く
感
じ
ま
す
。
遅
々
と

し
て
進
ま
な
い
被
災
地
の
復
興
。
同

じ
空
を
仰
ぎ
な
が
ら
早
く
元
気
に

な
っ
て
欲
し
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
議
会
の
内
容
を
お

知
ら
せ
す
る
事
も
議
員
の
大
切
な
務

め
で
あ
り
ま
す
。
解
か
り
易
く
正
確

に
、
そ
し
て
市
政
に
関
心
を
持
っ
て

頂
け
る
よ
う
に
、
ま
た
身
近
な
議
会

に
感
じ
て
頂
け
ま
す
よ
う
心
が
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
議
会
だ
よ
り
」
が
読
者
で
あ
る

市
民
の
皆
様
と
の
「
絆
」
に
な
れ
れ

ば
と
委
員
一
同
、
紙
面
づ
く
り
に
励

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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こ
の
た
び
、
全
国
市
議
会
議
長
会

よ
り
市
議
会
議
員
と
し
て
、
永
年
に

わ
た
り
市
政
の
振
興
に
努
め
ら
れ
た

功
績
に
対
し
て
、
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

全
国
市
議
会
議
長
会

　
　
　
　
　

山　

下　

恭　

一

　

ま
た
、
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
か

ら
４
名
の
議
員
に
、
地
方
自
治
の
伸

張
発
展
及
び
市
政
の
向
上
振
興
に
貢

献
さ
れ
た
功
績
に
対
し
て
、
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会

　
　
　
　
　

山　

口　

清　

吉

　
　
　
　
　

関　

川　

初　

子

　
　
　
　
　

伊　

藤　
　
　

均

　
　
　
　
　

根　

本　

光　

治

議
員
表
彰

議
員
表
彰

　市議会は、傍聴できます。

　この６月議会（定例会）では、期間中、のべ

２３人の皆さまが傍聴しました。稲敷市役所

東庁舎の２階で当日に受付けています。

　また、議場傍聴ではなく、庁舎１階ロビー

にあるテレビで議会中継を傍聴される方も

おります。

☎ ０２９９―７８―３３９０（直通）

FAX ０２９９―７８―３３９６

傍 聴
！

して

みませんか

月

次回定例会開会予定は

9 4 日火となります。

　議会の傍聴は、稲敷市役所東庁舎２階で開催当

日に受付けています。傍聴については、

　① 受付時間は午前８時３０分から（先着順）

　② 傍聴の予約はできません

　③ 傍聴席は２５席まで

　　 （別途、報道関係５席）

　④ 議場で傍聴できなくても庁舎１階のテレビで

議会の生中継を傍聴できます　　　　 など

　以上のことにご注意いただき、傍聴にお越しく

ださい。

　次回の定例会の詳しい日程については、議会事

務局までお問い合わせ下さい。


